
積
み
さ
れ
、
春
ま
で
丸
裸
で
積
み
っ
放
し
と
い
う
す
さ
ま
じ
い

も
の
で
あ
っ
た
。
冬
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の
と
れ
る
キ
ャ
ベ
ツ
の
配

給
も
少
な
い
の
で
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
補
給
の
た
め
、
エ
ゾ
松
の
葉

を
飯
盒
で
煎
じ
て
飲
み
な
が
ら
体
力
の
保
持
に
努
め
た
。
と
に

か
く
物
を
食
い
た
い
と
い
う
人
間
餓
鬼
道
に
陥
っ
て
い
た
。

昭
和
二
十
二
年
四
月
、
荒
井
分
隊
長
が
肺
炎
を
起
こ
し
、
九

死
に
一
生
を
得
て
回
復
し
、

私
た
ち
と
別
れ
て
去
っ
て
い
っ
た
。

私
た
ち
は
涙
、
そ
し
て
大
声
を
上
げ
て
泣
き
叫
ぶ
者
も
い
た
。

私
た
ち
の
命
の
親
と
し
て
武
装
解
除
よ
り
約
二
年
有
半
、
あ
の

人
の
機
転
と
能
力
に
よ
っ
て
私
た
ち
分
隊
は
救
わ
れ
て
き
た
の

で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
分
隊
全
員
、
や
が
て
祖
国
の
土
を
踏
み

し
め
る
こ
と
に
な
る
が
、
私
も
六
月
に
急
性
肺
炎
を
起
こ
し
、

早
目
に
祖
国
の
土
を
踏
む
こ
と
に
な
る
。

思
い
出
せ
ば
、
シ
ベ
リ
ア
強
制
抑
留
こ
そ
、
物
の
い
か
ん
を

問
わ
ず
、
私
ど
も
が
受
け
て
き
た
人
間
と
し
て
の
肉
体
的
、
精

神
的
に
も
限
界
ま
で
■
い
詰
め
ら
れ
た
生
地
獄
そ
の
も
の
で
あ

り
、
い
か
な
る
理
由
を
も
っ
て
し
て
も
、
強
制
抑
留
は
未
来
永

劫
に
語
り
継
が
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

平
成
七
年
十
月
十
日

　
■
伸
　
収
容
所
は
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
第
四
収
容
所
で
あ
り
ま

す
。
後
の
合
言
葉
「
死
の
第
四
収
容
所
」
で
あ
り
ま
す
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
　 

福
島
県
　
七
海
登
　 

出
生
か
ら
入
隊

大
正
十
三
年
六
月
五
日
、

旧
郡
山
市
堤
字
天
正
坦
二
八
番
地
、

七
海
家
に
生
ま
れ
、
義
務
教
育
を
修
了
し
て
更
に
学
校
法
人
安

積
学
館
へ
入
校
し
、
同
校
を
卒
業
し
た
。

家
業
の
農
業
に
従
事
し
、
傍
ら
青
年
学
校
に
入
校
し
て
い
た

が
、
昭
和
十
八
年
に
徴
兵
検
査
を
受
け
、
甲
種
合
格
と
な
り
、

昭
和
十
九
年
十
月
に
朝
鮮
羅
南
歩
兵
連
隊
歩
兵
砲
中
隊
に
入
隊

し
た
。
同
年
十
一
月
に
沿
岸
防
備
に
従
事
し
、
約
四
カ
月
し
て

原
隊
に
復
帰
し
て
い
た
が
、
間
も
な
く
部
隊
は
朝
鮮
羅
南
奏
第

四
部
隊
に
編
入
さ
れ
た
。

ソ
連
軍
侵
攻
前
後

昭
和
二
十
年
五
月
二
十
日
、
馬
乳
山
陣
地
構
築
隊
先
発
隊
と



し
て
着
任
。
陣
地
構
築
に
従
事
中
、
日
ソ
開
戦
を
迎
え
、
同
年

八
月
十
日
よ
り
十
七
日
ま
で
一
週
間
、
同
陣
地
正
面
に
現
れ
た

ソ
軍
戦
車
隊
と
連
隊
砲
を
も
っ
て
交
戦
し
、
Ｍ
―
６
戦
車
六
両
の

う
ち
三
両
ま
で
を
擱
座
さ
せ
た
。
夜
に
入
っ
て
そ
の
戦
車
が

誘
爆
し
火
だ
る
ま
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

中
隊
と
の
連
絡
が
途
絶
し
、
陣
地
を
引
き
揚
げ
、
よ
う
や
く
に

し
て
原
隊
に
合
流
す
る
こ
と
を
得
た
。
原
隊
で
は
、
私
ど
も
の

連
絡
が
途
絶
え
て
い
た
た
め
、
既
に
戦
死
と
認
定
し
て
い
た
状

況
だ
っ
た
。

終

戦

八
月
十
八
日
図
們
に
集
結
し
、
■
寧
省
訓
戎
に
お
い
て
武
装

解
除
さ
れ
、
徒
歩
行
軍
一
週
間
の
後
、
九
月
二
十
日
ク
ラ
ス
キ

ノ
を
経
て
入
ソ
し
た
。
同
地
よ
り
貨
車
輸
送
四
～
五
日
、
バ
ム

鉄
道
敷
設
作
業
大
隊
（
混
成
大
隊
約
六
百
名
）
に
編
入
、
三
〇

三
収
容
所
に
収
容
さ
れ
た
。
私
は
、
同
地
で
栄
養
失
調
症
、
マ

ラ
リ
ア
に
疑
似
す
る
発
熱
で
、
三
日
三
晩
の
昏
睡
状
態
に
陥
り
、

ソ
連
軍
医
よ
り
治
療
の
注
射
を
受
け
た
と
き
に
意
識
が
戻
っ
た

と
い
う
よ
う
な
状
態
だ
っ
た
。

一
年
に
二
回
ほ
ど
の
作
業
隊
の
編
制
替
え
が
あ
り
、
そ
の
間

に
Ｏ
Ｋ
（
オ
ー
カ
ー
）
に
な
り
、
三
〇
六
収
容
所
に
転
入
さ
れ
、

収
容
所
内
の
軽
作
業
、
理
髪
の
手
伝
い
、
炊
事
、
食
糧
運
搬
等

に
従
事
し
た
が
、
オ
ブ
ノ
ブ
レ
イ
の
ソ
軍
人
事
係
将
校
が
私
の

面
倒
を
よ
く
見
て
く
れ
た
の
で
、
Ｏ
Ｋ
で
あ
り
な
が
ら
助
け
ら

れ
た
。抑

留
地
の
生
活

ナ
ホ
ト
カ
に
遠
ざ
か
っ
て
い
た
の
で
、
キ
ャ
ベ
ツ
に
ヒ
ジ
キ

か
、
小
豆
に
ヒ
ジ
キ
の
混
合
食
糧
の
ど
ち
ら
か
を
握
り
、
拳
大

の
も
の
一
個
ま
た
は
一
個
半
に
、
塩
水
八
百
㏄
に
具
と
し
て
大

豆
三
十
粒
の
ス
ー
プ
が
長
期
間
に
続
き
、
そ
の
上
ノ
ル
マ
が
達

成
さ
れ
な
い
た
め
小
マ
ッ
チ
二
個
く
ら
い
の
パ
ン
が
一
食
と
し

て
給
与
さ
れ
た
た
め
栄
養
が
偏
り
、
下
痢
し
体
力
が
低
下
し
た

た
め
、
ソ
連
軍
医
が
そ
の
原
因
は
大
豆
の
皮
の
た
め
で
あ
る
と

考
え
、
大
豆
の
皮
を
■
い
て
食
う
よ
う
に
と
の
指
示
が
あ
っ
た

が
、
納
得
の
い
か
ぬ
た
め
私
が
提
案
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て

軍
医
も
考
え
を
修
正
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
こ
と
が
あ
っ
て
か
ら
軍
医
が
私
を
重
要
視
し
て
く
れ
た

た
め
、
収
容
所
内
で
何
か
困
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
、
私
を
呼
び

に
来
る
ほ
ど
で
、
何
か
と
都
合
の
よ
い
業
務
に
つ
く
こ
と
と
な



っ
た
。

二
十
二
年
三
月
こ
ろ
、
四
一
一
収
容
所
に
転
入
さ
せ
ら
れ
た

が
、
そ
こ
で
も
食
糧
関
係
業
務
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

各
作
業
隊
の
労
働
場
所
に
馬
車
で
昼
食
を
運
搬
す
る
こ
と
だ
っ

た
。こ

こ
で
は
大
豆
に
昆
布
を
ま
ぶ
し
た
食
事
が
長
期
間
続
い
た

た
め
、
昆
布
の
成
分
で
あ
る
ヨ
ー
ド
を
過
剰
に
摂
取
さ
せ
る
こ

と
と
な
り
、
神
経
系
統
に
異
常
を
来
す
者
が
続
出
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

帰

還

以
前
収
容
さ
れ
て
い
た
四
一
一
収
容
所
に
転
入
に
な
っ
て
間

も
な
く
、
六
百
人
の
中
よ
り
二
名
の
復
員
者
の
一
人
と
し
て
選

ば
れ
、
ナ
ホ
ト
カ
に
向
か
い
、
ナ
ホ
ト
カ
に
詳
細
不
明
だ
っ
た

が
伝
染
病
か
何
か
が
あ
っ
て
、
同
地
に
は
一
泊
も
せ
ず
に
引
揚

船
大
郁
丸
に
乗
船
し
た
。

復
員
並
び
に
復
員
後
の
生
活

昭
和
二
十
二
年
九
月
十
二
日
舞
鶴
に
上
陸
、
復
員
し
た
。

(1)

　
抑
留
中
、
私
は
ア
ク
チ
ブ
で
は
な
か
っ
た
が
、
輸
送
の
途

中
は
全
員
の
世
話
役
を
し
て
い
た
の
で
、
大
郁
丸
の
船
員
が

ア
ク
チ
ブ
と
判
断
し
、
密
告
で
も
し
た
の
か
、
舞
鶴
に
上
陸

し
て
自
己
に
充
て
ら
れ
た
部
屋
に
入
っ
た
と
き
に
、
ア
メ
リ

カ
兵
に
呼
び
出
さ
れ
、
三
日
間
の
訊
問
を
受
け
、
最
後
に
大

広
間
に
て
裁
判
の
判
決
を
受
け
る
よ
う
な
調
子
の
場
面
に
置

か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
全
く
身
に
覚
え
の
な
い
こ

と
で
あ
り
、
何
が
原
因
な
の
か
皆
目
見
当
が
つ
か
な
い
こ
と

で
あ
っ
た
。

(2)

　
復
員
帰
郷
の
後
も
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
載
せ
ら
れ
て
い
た

の
か
、
地
元
警
察
に
一
週
に
一
度
く
ら
い
は
観
察
さ
れ
る
よ

う
な
気
配
が
あ
っ
た
。

(3)

　
昭
和
二
十
三
年
に
三
穂
田
町
川
田
に
凶
悪
犯
罪
が
発
生
し

た
が
、
そ
の
と
き
も
私
の
動
静
を
警
察
が
探
っ
て
い
た
兆
候

が
あ
っ
た
。

(4)

　
私
は
農
家
の
長
男
と
し
て
家
業
を
継
い
だ
が
、
耕
作
面
積

が
少
な
い
た
め
に
会
社
に
就
職
を
希
望
し
、
あ
る
会
社
の
採

用
試
験
に
応
募
し
、
学
科
に
合
格
し
た
が
、
結
局
は
採
用
さ

れ
な
か
っ
た
。

(5)

　
以
上
の
よ
う
な
結
果
、
自
分
の
営
業
を
持
つ
た
め
に
薪
炭

の
販
売
業
を
始
め
た
が
、
薪
炭
需
要
に
か
げ
り
を
感
じ
て
や



め
、
大
手
の
会
社
の
採
用
試
験
に
応
募
し
た
。
学
科
で
は
合

格
し
て
も
、
最
終
的
に
採
用
通
知
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。

(6)

　
一
流
生
命
保
険
会
社
の
採
用
試
験
で
は
、
二
十
一
名
の
応

募
者
中
た
だ
一
人
の
学
科
合
格
者
と
な
っ
て
、
全
書
類
を
整

え
て
提
出
し
た
が
撥
ね
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

(7)

　
新
た
に
設
立
さ
れ
た
ば
か
り
の
会
社
に
入
社
し
た
が
、
こ

の
会
社
は
ま
も
な
く
倒
産
し
て
し
ま
っ
た
。

(8)

　
昭
和
三
十
七
年
に
日
産
自
動
車
株
式
会
社
に
嘱
託
と
し
て

入
社
し
、
現
在
は
定
年
退
職
し
、
俗
に
言
う
第
二
の
人
生
を

歩
ん
で
い
る
。

こ
う
し
た
人
生
の
重
要
な
期
間
に
ブ
ラ
ン
ク
が
生
じ
、
収
入

ひ
い
て
は
厚
生
年
金
受
給
等
に
も
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
を
受
け
る

結
果
と
な
っ
た
。

誠
心
誠
意
を
持
っ
て
歩
ん
で
き
た
自
分
が
、
こ
の
よ
う
な
思

い
が
け
な
い
障
害
に
阻
ま
れ
る
結
果
と
な
っ
た
こ
と
は
遺
憾
な

こ
と
で
あ
っ
た
が
、
当
時
は
社
会
全
般
に
人
権
擁
護
問
題
と
し

て
提
起
す
る
ま
で
に
は
成
熟
し
て
い
な
か
っ
た
。

シ
ベ
リ
ア
の
思
い
出
　 東

京
都
　
園
部
忍
　 

本
籍
地
、
多
摩
郡
砂
川
二
二
六
番
地
。
園
部
忍
。
大
正
十
二

年
十
二
月
八
日
生
ま
れ
。
父
、
園
部
己
之
吉
、
母
、
園
部
ア
キ

の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
昭
和
五
年
四
月
一
日
、
砂
川
小
学

校
に
入
学
。
昭
和
六
年
、
家
事
の
都
合
で
立
川
町
仲
町
二
丁
目

に
移
転
。
昭
和
六
年
四
月
一
日
、
立
川
第
二
小
学
校
に
転
校
す

る
。
昭
和
十
一
年
三
月
、
小
学
校
卒
業
。
昭
和
十
一
年
四
月
一

日
、
立
川
第
一
小
学
校
高
等
科
に
入
学
。
昭
和
十
二
年
十
二
月

一
日
、
立
川
飛
行
機
株
式
会
社
に
入
社
。
戦
時
中
な
の
で
三
月

卒
業
ま
で
は
学
校
に
籍
が
あ
る
の
で
、
会
社
で
は
か
わ
り
に
青

年
学
校
の
教
育
を
受
け
て
い
た
。
家
業
は
精
肉
店
を
経
営
。
家

族
は
父
と
母
、
長
男
の
兄
と
長
女
の
姉
と
次
女
の
姉
と
次
男
の

自
分
で
、
計
六
人
で
す
。

昭
和
十
九
年
十
一
月
、
航
空
兵
で
召
集
令
状
が
来
た
。
十
二

月
一
日
、
四
国
の
松
山
城
の
下
の
部
隊
に
入
隊
を
命
ぜ
ら
れ
、




